
青木 仁志【アチーブメント㈱代表取締役社長】 

あおき・さとし 
1955年北海道生まれ。アチーブメント株式会社代表取締役。
人材開発コンサルティング会社取締役を経て、営業教育専門
の同社を設立。各界から「営業研修ならアチーブメント」とい
う高い評価を得て、その受講生は11万人を突破している。
日本プロスピーカー協会会長。 

29 2004.12 282004.12

　企業というのは、その企業の経営

者が考えている以上にも以下にもな

りません。すなわち、経営者自身の

価値観、経営スキル、経営者自身の

「器」がそのまま表れているのが企

業である、といってよいのではない

でしょうか。それが私の、これまで

12万人以上の研修を担当し、多くの

経営者に会ってきた中で得られた持

論です。そう考えますと、「企業は

人なり」の言葉の中の“人”という

のは、どうも経営者自身を表してい

るように思えて仕方がありません。

　企業にとって一番大切なことは、

経営者がどこを見て仕事をしている

のか、ということで、それを最も端

的に表したものが「経営理念」です。

しかし、ただのお題目になっていた

り、ビジョンを掲げているにもかか

わらず、現場がまったくそのビジョ

ンを意識していないといった企業が

多々見受けられます。いわゆる「仏

造って魂入れず」で、理念やビジョ

ンが形だけのものになってしまって

いる状態です。 

　私は経営というものを、よその企

業と比較するものではないと思って

います。一つの会社ごとに、存在理

由も違えば、集う人間も同等に比較

できるものではないからです。要す

るに「社風」が違うわけです。 

　その「社風」は突き詰めて考えれ

ば、経営者が行おうとしている理想

の経営が、形を変えたものととらえ

てよいでしょう。経営者自身が「ど

ういう経営を目指しているのか」「何

をもって社会に貢献したいのか」「今

後どのような会社にしようとしてい

るのか」そこから割り出された役割

を社員一人一人が担っていけるよう

「こういう仕事をしてもらいたい」

という一つの方向性を示す責任が経

営者にはあるわけです。 

　それを受けて社員は、自分の組織

上の職務責任に対し100％忠実に責

任を持って取り組み、結果や成果を

出していかなければならないのが企

業の理想のあり方です。やがてその

中から、社員が自分に与えられた使

命や人生の目的に気付き、自ら定め

た目的や目標に対して、自らを律し

て行動していくことができるように

なれば、企業はおのずと発展してい

けるようになります。まさに良い「社

風」が人材を人財に変え、人に磨き

をかけていくわけです。  

　すると経営者の役割というのは、

経営者が個人的視点ではなく、顧客

の視点に立った企業の経営目的やそ

の存在理由に対し、徹底的に社員を

磨いていくことになります。そこに

は妥協があってはなりませんし、ど

んなに厳しくてもよいのではないで

しょうか。それが「良い会社」の「社

風」につながるのだと思います。人

材は、良い会社で働いていれば良い

面が引き出されて「人財」になり、

逆に悪い会社で働いていれば悪い面

が引き出されて「人罪」になります。 

　さらに言えば、最初の採用の段階

でも妥協してはいけない、というこ

とです。究極の精鋭企業というのは、

適材適所であり、ダイヤの原石を磨

けば、やがてきらめくダイヤモンド

になりますが、ただの石をいくら磨

いても決してダイヤモンドにはなら

ない、ということです。 

　経営者自身がまず人材を見極める

こと。人材の条件は、やはりその人

自身が良くなろうという燃えるよう

な熱意、向上心を持っているかどう

かです。健全な欲のある人間で、か

つ誠実な人を選んだならば、そこに

投資を惜しんではなりません。 

　そして「ダイヤはダイヤでしか磨

けない」。ダイヤを研磨するのはダ

イヤ以外にはないということです。

ですから人材を磨いてダイヤモンド

のような「人財」にしたいと思うの

であれば、まず経営者が、社員以上

のカラットと輝きをもったダイヤモ

ンドになることです。 

　まず自分を磨くことです。それが

「人材を人財に変える」ための、私

の結論です。 

 

 

 

　数学といえば複雑な数式のみを扱

う学問であるかというと、それは大

いなる誤解である。ここに紹介する

パズルは数式が一切出てこず、数学

的な考え方を試すものである。（図１）

のような積み木の問題を考えてみよ

う。積み木を何個か重ねて置いてい

き、一番下の積み木と一番上の積み

木の位置を１個分以上ずらせること

ができるかという問題だ。 

　これを聞いてほとんどの人は、そ

れはできないと即答する。できない

と思ったら考えてみようとしない。

できると言ったらその答えをすぐに

聞きたがる。できるかできないのか

分からないが、とりあえず考えてみ

ようとせず結論を先に出してしまう

のはデジタル時代の反映だろうか。 

　ずらして積んでみなさいというと

人は均等にずらして積む。均等にず

らす行為もデジタル思考の悪影響な

のだろうか。でも均等にずらせば積

み木は倒れてしまう。このパズルを

確かめたくて手ごろな積み木がない

場合は、百科事典10冊またはVHSビ

デオテープを10本くらい用意して試

すとよい。 

　これは重心の計算問題である。い

きなり答えを求めようとせず基本に

戻って考えてみよう。まず２つから

始めてみよう。ずらせる距離が２分

の１であることは直観でわかる。 

　さて３つ目が問題である。３つ目

の積み木を右手に持って考えてみよ

う。ほとんどの人はこの積み木を２

つの上に積もうとするが、どうして

も倒れてしまう。倒れるのが分かっ

てもその上に置こうとするが、駄目

であるならあきらめも大事で、違う

アプローチを模索すべきである。 

　ここでヒントを与えよう。積み木

は上に積むものですか？　このヒン

トに読者は戸惑うであろう。上が駄

目なら横、横も駄目なら下、下とい

っても机の下となるが、どこに置い

ていいのか思案するだろう。 

　３つ目の積み木は上に積むのでは

なく２つの積み木の下にすべり込ま

せるのだ。３つ目の積み木を一番下

におき、上２つの関係を固定したま

ま徐々にずらしていけば、４分の１

までずらすことができる。 

　以下、４つ目の積み木は６分の１

ずらしてその下に置き、５つ目の積

み木は８分の１ずらしてその下に置

く。ずらした距離を足せば１を超え

る。つまり、一番下の積み木と一番

上の積み木は１個分以上ずらせて積

めたことになる（図２）。 

　このような数字の並びを調和数列

といい、古代ギリシアのピタゴラス

学派が和声の理論を研究したときに

使われたという由来がある。それら

の合計を調和級数といい、調和級数

は発散することが証明されている。

つまり積み木がいくらでもあれば、

理論的には無限にずらして積めるの

である。 

　数学をはじめとする基礎科学は自

由な発想をもとに成り立っている。

従来の経験や延長線上では現実を打

開することができないことが多い。

そのようなとき発想の転換が大切で、

ものごとを整理し、分類し、道筋を

つけ、失敗したなら別のアプローチ

を探すといった数学的思考法は受験

のためにだけあるのではなく、経済

学や経営学で大いに役立つのではな

いだろうか。 
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図１．1個分以上ずらせるか？ 

図２．１個ずらし 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

人 
材 財 

人 財 を 磨 く 
―個の思い、組織の願い、その新しい関係― 

経営者自身が輝く 
ダイヤモンドであること 

社風が人財にさらに 
磨きをかける 


